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代表質問

ント原料化や西部リサイクルプ
ラザ稼働により、⚒⚗年度は⚒⚕％
への向上を目標値に掲げている。

また、⚒⚑年度の埋立処分率は、
前年比⚐.⚗ポイント減少し、約
⚙.⚓％となる見込みであり、⚒⚗年

度は約⚔.⚕％と半減する目標値
を設定している。

ゆうあいクラブ
公共交通再生への考え方
⨈ 衰退した地方公共交通を再
生するために公設民営としては
どうか。
⤃ 公共交通は住民の足として
機能する重要なもので、公的支
援が手厚くなっている。本市で
も岡山駅の東西交通広場整備、
低床バスやＩＣカードの導入等、
行政としてバス交通の利便性向
上に対し、支援を行っている。
しかし、市内のバス路線は平
成⚑⚑年の約⚒⚕⚐路線が⚒⚑年
には約⚑⚗⚐路線と減少し、
岡山駅西口整備を契機とし
たバスの方面別化の取り組
みが進まないという現実が
ある。公設民営を行う場合
は交通事業者も公的使命を
一層自覚し、市民目線に立
った経営を行い、行政と車
の両輪の関係を築くべく努力す
ることが必要だと考える。
地域における
子育て支援拡充事業
⨈ 地域における子育て支援拡
充事業の具体的な内容は。
⤃ 子育て支援を目的としたＮ
ＰＯ法人の立ち上げ及びボラン
ティア団体等の子育ち・子育て
支援事業に対する助成、児童館
の環境改善、放課後児童クラブ

の地域連携を促進するための助
成、身近な遊び場として幼稚園
の余裕教室等の開放事業など、
子どもや親子のふれあいの場の
拡充や子育て支援の充実を図る
⚗つの事業を開催する予定だ。
青空市で地産地消を推進
⨈ 地産地消は大切な施策であ
り、青空市などが行われるよう
指導すべきでは。
⤃ 市内に⚒⚗カ所の青空市や直
売所があるが、本市では直売所

マップをホームページに掲載す
るなど、市民への情報提供を行
っている。平成⚒⚑年度は新たに
中区役所庁舎前で青空市を開催
したり、京橋朝市への出店を募
るなど、地産地消の推進に努め
てきた。⚒⚒年度からは、消費者
が直接農地で農産物を購入し、
農業に触れることで地産地消へ
の理解を深める「農地でショッ
ピング事業」も実施する。

バイオディーゼル燃料利用状況
⨈ 使用済み天ぷら油の回収量、
現在の利用状況と今後の見通しは。
⤃ 平成⚒⚑年⚔月から⚒⚒年⚒月
末日までの家庭系の使用済み天
ぷら油の回収量は、⚑⚐⚔klであ
り、年度末には初年度目標量の
約⚘⚐%となる見込みだ。同期間
の事業系の回収量は⚑⚓⚙kl、年
度末には初年度目標量の約⚓⚗％
となる見込みだ。また、⚒⚑年⚗
月から⚒⚒年⚒月末までのバイオ
ディーゼル燃料の使用量は
⚑⚔⚘klで、全量を⚗⚒台のごみ収
集車で使用している。今後
は、ごみ等の収集車両約
⚑⚒⚐台へ使用予定で、年間
⚕⚐⚐klを利用したい。
豊富な食材で
全国に情報発信
⨈ 岡山市にふさわしい観
光資源は何か。
⤃ 民間の調査結果による

と、旅行動機の一番は「おいし
いものを食べること」となって
いる。幸い、本市は瀬戸内の海
の幸、白桃やマスカットなどの
フルーツ、黄ニラなどの特産品
等、豊富な食材に恵まれている。
現在、岡山商工会議所等と連

携して、「フルーツパフェの街
おかやま」を全国に向けて情報
発信しており、首都圏での認知
度も徐々に上がってきている。

市民ネット
政令市発展予算枠
⨈ 当初予算で政令市発展予算
枠を設け、魅力的な新規事業が
並ぶべきところだが、継続事業
の予算拡大が大半を占めている。

発展枠の本意とズレがあるので
はないか。
⤃ 発展枠は、シーリングの制
約を受けず、本市の発展に資す
る事業を考えたもので、新規や

拡充だけでなく、継続も含まれ
るため、事業費そのものを発展
枠として見せたものだ。今回は
34件の新規事業、10億円余の予
算額となっており、シーリング
の枠にとらわれず、各局区室が
創意工夫をして、編成したとい
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